
6広報みはま

みんなで支える公共施設 ③
～ 協働のまちづくりの推進に向けて ～

　

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
施
設
の
所

管
課
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、

　

町
で
は
、｢

住
民
共
有
の
財
産
で
あ

る
公
共
施
設
を
み
ん
な
で
支
え
る｣

と

い
う
生
涯
学
習
の
理
念
を
踏
ま
え
、

使
用
料
の
見
直
し
や
減
免
制
度
の
統

一
に
関
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、｢

こ
れ
ま

で
以
上
に
住
民
の
皆
さ
ん
に
施
設
を

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か｣｢

施
設
を
み
ん
な
で

守
っ
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か｣

と
い
う
課
題
に
つ
い
て
も
、

検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

新
た
な
政
策
課
題

　

こ
の
制
度
は
、
公
共
施
設
を
支
え

る
と
い
う
趣
旨
に
賛
同
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
が
、
公
共
施
設
に
対
し
て
行
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
量
や
、
公

共
施
設
を
使
用
し
た
際
に
支
払
っ
た

使
用
料
等
の
額
に
応
じ
て
、
町
か
ら

サ
ポ
ー
タ
ー
ポ
イ
ン
ト(

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
ポ
イ
ン
ト
と
施
設
利
用
ポ
イ

ン
ト)

が
付
与
さ
れ
る
と
い
う
も
の

で
、
た
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て

使
用
料
の
減
免(

割
引)

を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

政
策
調
査
研
究
委
員
会
の

取
り
組
み

サ
ポ
ー
タ
ー
ポ
イ
ン
ト
制
度
の

概
要

各
課
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
横
断
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
役
場
の
中
堅
職
員
で
構
成
さ
れ

る｢

政
策
調
査
研
究
委
員
会(

主
査
会)｣

を
中
心
に
、
昨
年
7
月
か
ら
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、
施
設
使
用
料
等

適
正
化
検
討
委
員
会
や
施
設
の
利
用

者
等
か
ら
の
意
見
を
参
考
に
し
、
ま

た
他
自
治
体
の
取
り
組
み
等
に
つ
い

て
も
調
査･

研
究
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
住
民
と
町
が
協
働
で

公
共
施
設
の
管
理
運
営
を
行
い
、
ま

た
こ
れ
ま
で
以
上
に
住
民
の
皆
さ
ん

に
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
た｢

サ
ポ
ー
タ
ー
ポ
イ
ン

ト
制
度｣

を
創
設
し
ま
し
た
。

↑サポーターポイント制度の周知方法について

　検討する政策調査研究委員会

4月から ｢サポーターポイント制度｣ が始まります

町の施設をおトクに
　　　使うゾウ !

　みんなで
　守るゾウ !　　　
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[ お問い合わせ先　町行政経営室(担当･片山) ☎32‐6700 ]

サポーター登録

　施設ごとに定めたボランティア活動の内容に応じてポイントを付与しま
す。作業終了後に、カードにサポータースタンプを押します。
　活動内容は各施設が随時募集します。( 例 ) 清掃作業、草むしり、雪かき 等

　カードは換金できません。また、カードの有効期限は発
行日から起算して 2 年間です。期限を過ぎるとポイントは
失効しますので期限内にお使いください。

＜サポーターポイント対象施設＞

□ 体育施設
　総合運動公園、ふれあい広場、体育センター
　東地区プール、B ＆ G 海洋センター、
　ゆうあいひろば

□ 文化施設 ･ 公民館
　生涯学習センターなびあす、
　耳地区公民館西分館

□ 福祉施設
　保健福祉センターはあとぴあ

□ 学校施設
　美浜中学校体育館、
　各地区公民館 ( 各小学校 : 施設利用のみ )

利 用 方 法
STEP1

　登録申請書に必要事項を記入し、施設の窓口に提出してください ( 登録申
請書は施設の窓口にあります )。個人でも団体でも登録できますが、団体に
加入している方は、登録時に加入団体名 ( 複数でも可 ) も記入してください。

ポイントカードを取得STEP2

　申請書の内容を確認後、サポーターにはサポーターポイントカード ( 以下
｢ カード ｣) を交付します。8 ポイント用と 40 ポイント用の 2 種類のカー
ドがありますので、どちらかをお選びください。

サポーター活動でポイントをためるSTEP3

　ポイントを得るためには、｢ ボランティア活動 ｣ か ｢ 施設使用 ｣ のいずれ
かのサポーター活動が必要です。

[ ボランティア活動 ]

　団体が支払った施設使用料の額が、「１回あたり 500 円を超える場合に
限り、500 円あたり 2 ポイント」を付与します。金額は領収書で確認しま
すので、カードと一緒に領収書を提示してください。

[ 施設利用 ]

ポイントを使って施設使用料を割引STEP4

　カードがサポータースタンプですべてうまると、割引申請を行うことがで
きます。施設使用許可申請の際に、スタンプが満了となったカードを提出
してください。施設使用料から、カードの枚数分の金額を割り引きます。

△

　8 ポイント用カードが満了→ 1 枚あたり 200 円割引△

40 ポイント用カードが満了→ 1 枚あたり 1,000 円割引

※個人でためたポイントは、加入している団体のポイ
　ントとして使用することができます。

　住民と行政が協働で公共施設を支えていくという制度

は、全国的にみても非常に珍しい制度です。

　そのため、皆さんからご意見をいただきながら、更に

よいものにしていきたいと考えています。

　町の施設をよりよい場所に育てていくた

めに、どうか町民の皆さんのチカラをお貸

しください。

その他

カードNO.

発 行 日 :    年    月    日
有効期限 : 発行日から 2 年間

美浜町公共施設サポーター

ポイントカード
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食
品
ロ
ス
と
は

　

食
品
ロ
ス
と
は
、
食
べ
ら
れ
る
状
態
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
廃
棄
さ
れ
る
食
品
の

こ
と
で
、
小
売
店
で
の
売
れ
残
り
・
期
限

切
れ
、製
造
過
程
で
発
生
す
る
規
格
外
品
、

飲
食
店
や
家
庭
で
の
食
べ
残
し
・
食
材
の

余
り
等
が
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

美浜の環境シリーズ 55

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(
担
当･
田
村)

☎
32
‐
６
７
０
３

を
減
ら
す
た
め
に
は･･･

　

福
井
県
で
は
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た

め｢

お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
運
動｣

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
こ
と
は
ご
み
の
減

食

品

ロ

ス

①
家
庭
や
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
等
で
、

　

お
い
し
い
福
井
の
食
材
を
使
っ
て

　

お
い
し
い
料
理
を
作
り
、

　

｢

お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
運
動｣

に　

　
　
　
　
　
　

 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

福井市内で行われた組成調査の結果

食品廃棄物

紙類
46％40％

その他
14％

(生ごみ)

食品廃棄物
(生ごみ)の

内訳

その他(調理くず)
75％

食べ残し
16％

賞味期限切れ
3％

消費期限切れ 6％

食品
ロス
25％

　

農
林
水
産
省
の
試
算
に
よ
る
と
、
日
本

で
は
年
間
約
１
，９
０
０
万
ト
ン
の
食
品

廃
棄
物
が
排
出
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

５
０
０
万
～
９
０
０
万
ト
ン
が
食
品
ロ
ス

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
に
福
井
市
内
で
実
施

さ
れ
た
燃
や
せ
る
ご
み
の
組
成
調
査
で

は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
燃
や
せ
る
ご

み
の
約
半
分
が｢

生
ご
み｣

で
、
そ
の
う

ち
4
分
の
1
が
食
べ
残
し
等
の
食
品
ロ
ス

で
し
た
。(

上
グ
ラ
フ
参
照)

　

現
在
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
や
人
口
増

加
に
よ
り
、
世
界
の
食
料
需
要
は
増
大
し

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
地
球
温
暖
化
等
の

環
境
問
題
に
よ
り
、
食
料
需
給
の
不
安
定

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
の
廃

棄
物
処
分
場
の
許
容
量
や
数
に
は
限
り
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
し
て
い
く

た
め
に
も
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
て
い
く

こ
と
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

②
作
ら
れ
た
料
理
を
お
い
し
く
食
べ
き
っ

　

て
、

③
残
っ
て
し
ま
っ
た
料
理
は
、
家
庭
で
は

　

新
た
な
食
材
と
し
て
ア
レ
ン
ジ
料
理
に

　

活
用
し
、
外
食
時
に
は
持
ち
帰
っ
て
家

　

庭
で
食
べ
き
ろ
う
！

お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
運
動

おいしいふくい食べきり運動 検 索

始めてみよう 食べきりアクション !

● 買い物に出かける前に、冷蔵庫を確認しましょう。
● 食べ物の大切さ、食事のマナーを学びましょう。
● 自分が食べきれる量(適量)を見つけましょう。

● 食べきれないと思った時は｢小盛りできますか？｣と聞いてみましょう。
● 酒宴の席では時間を決めて、しっかり食べる時間を作りましょう。
● 食中毒の危険のない料理は、持ち帰るようにしましょう。

　

と
い
う
運
動
で
す
。

※｢

お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り

運
動｣

の
詳
細
は
、
福
井
県
循

環
社
会
推
進
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

(h
ttp

://in
fo

.p
ref.fu

ku
i.

lg.jp
/ju

n
kan

/tab
ekiri/)

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

家庭で

外食時に

量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ご
賛
同･

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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2
月
21
日
に
、
原
子
力
発
電
所
が
立
地

す
る
県
内
４
市
町
の
首
長
及
び
議
長
で
構

成
し
た
福
井
県
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町

協
議
会
で
、
政
府
を
は
じ
め
、
経
済
産
業

省
や
文
部
科
学
省
等
の
関
係
機
関
に
要
請

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
行
っ
た
要
請
は
、
昨
年
末
の
衆
議

院
議
員
総
選
挙
に
よ
り
新
政
権
が
誕
生
し

た
こ
と
、
ま
た
、
新
政
権
が
低
迷
す
る
経

済
の
再
生
を
図
る
と
し
て
決
意
表
明
し

た
、
大
胆
な
金
融
政
策
を
は
じ
め
、
機
動

的
な
財
政
政
策
、
民
間
投
資
の
喚
起
と
い

う
成
長
戦
略
を
受
け
、
安
定
で
低
廉
な
電

力
で
あ
る
原
子
力
発
電
が
、
今
後
も
、
国

民
生
活
及
び
社
会･
経
済
活
動
を
守
る
基

幹
電
源
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
る
こ
と

等
、
立
地
自
治
体
の
現
状
も
踏
ま
え
行
っ

た
も
の
で
す
。

国
益･

国
民
益
に
資
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
確
立
等
を
国
へ
要
請

と
応
え
ま
し
た
。

　

福
井
県
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
協
議

会
で
は
、
今
後
も
、
引
き
続
き
会
員
間
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
原
子
力
発
電
に
係

る
課
題
や
問
題
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

↑茂木経済産業大臣に原子力政策の早期明確化を
　求める山口町長

︻
要
請
事
項
︼

● 

国
益･

国
民
益
に
資
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
確
立

● 

原
子
力
規
制
委
員
会
で
安
全
が
確
認
さ

れ
た
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働

● 

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
や
原
子
力
発
電

所
の
新
増
設
・
リ
プ
レ
ー
ス
の
明
確
化

● 

原
子
力
安
全
に
携
わ
る
技
術
者
の
人
材

育
成
及
び
技
術
継
承
の
取
り
組
み
の
強
化

● 

原
子
力
を
含
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や

放
射
線
に
つ
い
て
の
理
解
活
動
の
促
進

● 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
や
海
外

の
知
見
を
踏
ま
え
た
世
界
最
高
水
準
の
安

全
基
準
の
策
定

美浜発電所の状況

　今回の報告では、2月19日から3月15日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

美
浜
2
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
22
年
11
月
24
日
～)

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
5
月
14
日
～)

　

第
27
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
12
月
18
日
～)

● 

原
子
力
発
電
所
の
審
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

及
び
審
査
プ
ロ
セ
ス
の
明
確
化
・
適
正
化

● 

原
子
力
防
災
体
制
の
強
化

● 

地
域
防
災
計
画
の
作
成
に
必
要
不
可
欠

な
具
体
的
基
準
の
明
確
化

● 

原
子
力
発
電
所
の
長
期
停
止
及
び
建
設

工
事
の
延
期
等
に
よ
る
経
済
・
雇
用
影
響

対
策
へ
の
支
援

● 

電
源
三
法
交
付
金
制
度
の
弾
力
的
運
用

と
使
途
の
緩
和

● 

原
子
力
発
電
所
に
係
る
固
定
資
産
税
の

課
税
期
間
の
延
長

　

当
日
、
面
談
し
た
茂
木
敏
充
経
済
産
業

大
臣
は
、
こ
の
要
請
を
受
け
、

● 

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、今
後
の
電
力
需
要

を
ど
の
電
源
で
賄
っ
て
い
く
か
検
討
を
重

ね
、で
き
る
限
り
早
く
方
針
を
示
し
た
い
。

● 
原
子
力
規
制
委
員
会
で
安
全
だ
と
判
断

さ
れ
た
原
子
力
発
電
所
は
、
再
稼
働
し
て

い
き
た
い
。

● 

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
も
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

● 

原
子
力
発
電
所
の
立
地(
新
増
設･

リ
プ

● 

原
子
力
発
電
所
の
長
期
停
止
に
よ
り
、

地
域
経
済
が
大
変
な
状
況
で
あ
る
こ
と
は

十
分
に
認
識
し
て
い
る
た
め
、
電
源
三
法

交
付
金
制
度
等
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を

し
て
い
き
た
い
。

● 

人
材
育
成
も
極
め
て
重
要
だ
と
認
識

し
て
お
り
、
平
成
25
年
度
の
予
算
で
も

１
億
２
千
万
円
の
予
算
を
計
上
し
た
。
今

後
も
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
た
い
。

レ
ー
ス)

・
稼
働
等
は
、
国
が
非
常
に
重
い

責
任
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
、
皆

様
と
相
談
し
な
が
ら
し
っ
か
り
対
応
し
て

い
き
た
い
。


